
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 
令和８年３月12日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立向の岡工業高等学校長（全日制）  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価（中間報告） 学校関係者評価 

（10月25日実施） 

総合評価（３月10日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新たに工業教育の充

実と多彩な進路に対

応する教育課程を提

供する。 

・探究活動を通し、自

らの課題発見と解決

能力を育成する。 

①進路別の教育課程によ

り多様な生徒のニーズ

に対応した進路支援を

実施する。 

②工業教育の活性化を図

り、探究活動を通して

自己理解・自己管理能

力、キャリアプランニ

ング能力、課題対応能

力の向上を図る。 

①進路別の必修選択により

将来の進路に備えること

ができるよう支援を行

い、生徒個々に合った教

育課程の提供を行う。 

②資格取得やコンテスト等

への参加を促し、より多

くの生徒に成功体験を積

み重ねる機会を提供する

ことで、進路実現に向け

た意識向上を図る。 

②実習や課題研究、総合的

な探究の時間、向工 Fes

等の体験活動を積み重

ね、自己理解・自己管理

能力、キャリアプランニ

ング能力や課題対応能力

の向上を図る。 

①支援により進路別の必修

選択を生徒が理解し、自

己の将来に合わせた選択

を行う事ができたか。 

②資格取得への取り組み状

況は向上したか。工業に

取り組む意識は向上した

か。 

②探究活動や向工 Fes等に

より自己理解・自己管理

能力、キャリアプランニ

ング能力や課題対応能力

が向上したか。 

 

①総合的な探究の時間、

向工 Fes、外部講師よ

る講習を通じて将来の

進路について考え、次

年度の必修選択を行う

ことができた。 

②ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰは前期で６

名の申請があった。上

級資格への挑戦も多数

みられる。 

②実習や総合的な探究の

時間、向工 Fes など体

験を重視した活動を通

じ、生徒の資質の向上

が図れた。 

①選択の偏りにより定

員増で実施する科目

がある。定員増でも

授業の質の低下を生

じない準備が必要で

ある。 

②引き続き生徒の活動

を支援し、成功体験

による自己肯定感の

向上に努める。 

②探究活動などによ

り、生徒の自己理解

については資質の向

上が見られたが、学

び直しについては学

習ソフト見直し、改

善が必要である。 

・外部講師による講習な
どおおくの効果的な試み
をされていて効果が上が
っている。取り組みを更
に進めて頂くのが良いと
考える。 
・課題研究において、広
い知識が必要であるこ
と、協働することを学
び、大きな感動をえるこ
とができ、やって良かっ
たとの感想を聞くことが
できた。３年生になって
からでは時間が足りない
ので１、２年生から関わ
りが持てる仕組みが必要
と考える。 
・資格取得により更なる
意欲向上に繋がった生徒
が周囲にも好影響を与え
る等、全体の意識向上に
繋がった。 

①２学年からの進路

別の必修選択では３

学年でより細分化し

た科目を選択させ、

教育効果を高めるこ

とができた。 

②ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰは前期

６名後期 14名の申請

があり上級資格も多

数みられた。 

②実習、向工Fesなど

体験を重視した活動

を通じ、生徒の資質

の向上が図れた。 

②外部講師や企業等

との連携により、学

校教育では得ること

のできない経験を積

み、生徒の資質向上

が図れた。 

①科目選択決定後

に変更を希望する

生徒が生じないよ

うに個別の支援を

充実させる。 

②引き続き生徒の

活動を支援し、成

功体験による自己

肯定感の向上に努

める。 

②探究活動等によ

り、生徒の自己理

解の資質向上が見

られたが、学び直

しの使用学習ソフ

トの見直し、改善

を行い他校での実

績が豊富な学習ソ

フトに変更する。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

・生徒の主体性、協調

性の育成をめざし、

学校行事や部活動等

を推進する。 

・生徒の安心・安全な

学校生活に向けて、

生徒一人ひとりに応

じた支援を推進す

る。 

①生徒の主体的な活動と

して、生徒会、各委員

会、部活動の活性化の

ための支援を行う。 

②生徒の状況把握に努

め、生徒一人ひとりに

寄り添った生徒指導・

支援を行う。 

①生徒会や各委員会の活
動、学校行事で生徒の主
体的な取組を実現できる
よう支援する。 

①部活動集会等で部活動の
意義を指導していくこと
で、部活動の活性化を図
る。 

②問題行動の未然防止とし
て、些細な情報も漏らさ
ず、きめ細やかな対応を
図る。 

②サポートドックを有効活
用し、SCやSSWと協同す
ることで、三者面談等の
機会を通じて職員が生徒
一人ひとりの課題に寄り
添った対応を行えるよう
支援する。 

①生徒会や各委員会活動、

学校行事で生徒の主体的

な取組が実現できたか。 

①部活動の加入率や活動日

数が増加したか。 

②問題行動の未然防止によ

り特別指導の件数が前年

度より減少したか。 

②課題を抱える生徒につい

て、職員間の情報共有を

密にし、適切な教育相談

窓口につなげることがで

きたか。 

 

①文化祭では、各団体が
見通しをもって企画を
運営できるよう支援し
ている。また、生徒会
を中心として来客者へ
のＰＲ活動を充実させ
る企画を主体的に計画
している。体育祭では
部活動の生徒が活躍で
きる場面をより多く設
定し、学校全体で部活
動を盛り上げようとし
ている。 

②９月30日現在の発生件
数が７件となってお
り、昨年度26件より減
少した。その中で SNS
に関連した件数が増え
ているため、防止策を
検討する必要がある。 

②２回のサポートドック
の実施を通して、課題
を抱える生徒を把握
し、改めて教員と面談
したり、SCや SSWとの
相談の機会を設定した
りしている。 

①文化祭や体育祭で生
徒が主体的に取り組
めるよう、引き続き
支援していく。 

①部活動については、
生徒が互いに応援し
あえるような関係を
構築するため部活動
集会等の機会を通じ
て働きかけていく。 

②３学年の指導件数が
多かった。進路活動
が落ち着いてきた今
後も注意が必要であ
る。学年集会や担任
との連携により、卒
業に向けて自覚を持
たせる。 

②サポートドックには
表れてこないものの
悩みを抱えて不登校
傾向にある生徒も一
定数存在しており、
そうした生徒に対す
る早期の支援を行う
ことが課題である。 

・生徒の学力向上・進路
実現・学校生活の充実を
バランスよく実現しよう
とする学校の取組みが明
確に読み取ることができ
た。 
・生徒主体の文化祭にて
生徒が工夫した点や苦労
した点を自分の考えを持
って丁寧に説明してくれ
た。他者に説明する機会
は貴重である。自分の言
葉で説明する機会を増や
してもらいたい。 
・部活動については評価
の観点に記載の加入率等
を達成状況に記載して頂
きたい。 
・問題行動の発生件数が
大幅に減少している点は
高く評価できる。一方で
表面化していない案件が
増えていないか危惧す
る。 

①文化祭では各団体

への貸付金を導入。

販売計画の作成支援

により利益金が昨年

度の８万円から 35 万

円に増加した。体育

祭では部活動対抗リ

レーを新設し学校全

体で部活動を盛り上

げる機運を高めた。 

①部活動では仮入部

の機会を増やし加入

率が５月時点で昨年

度の 45％から 47％に

増加した。 

②３月４日現在の発

生件数が 13 件で、昨

年度の 36 件より減少

した。学年と生徒支

援Gと生徒指導Gが協

力し、問題行動の未

然防止に努めたい。 

②生徒支援について

教育相談ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを

中心にSC、SSWと連携

し組織として取り組

む機会を増やした。 

①文化祭や体育祭

では、生徒会役員

や各委員会の活動

をさらに充実さ

せ、生徒がより主

体的に活動できる

ように支援をして

いく。 

①新入生が仮入部

の機会を積極的に

活用できるよう、

４月の部活動紹介

のやり方を刷新

し、新入生と２、

３年生の部員が交

流できるような機

会とする。 

②悩みを抱える生

徒に対して早期に

支援を行えるよ

う、日常的な情報

共有の体制を整備

していく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価（中間報告） 学校関係者評価 

（10月25日実施） 

総合評価（３月10日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひとりの進

路実現に向け、社会

的、職業的自立に向

け、能力や態度を育

成する。 

・生徒の多様な進路選

択に向けた情報収集

や情報整理能力を育

成する。 

①進路相談の時間を確

保し進路選択におけ

る進路指導の充実を

図る。 

②進路選択のミスマッ

チを防ぐため、専門

業者と連携し、生徒

の進路選択に向けた

知識を広める。 

①進路に関する生徒個々の

相談時間を増やすため、

ICT を活用した情報提供

を行う。 

②専門業者と連携し、説明

会・セミナー等を開催

し、就職・進学について

の情報提供の機会を増や

すと同時に模擬試験や論

文指導等の支援を行う。 

①ICT の活用により、生徒

がより多くの情報収集と

相談時間の確保ができた

か。 

②自己の実力を判断するた

め、進路情報等について

理解し進路選択に役立て

ることができたか。 

①求人情報など、ICT を

活用した情報提供を行

った。  

②専門業者を利用し、就

職・進学についての情

報提供や、求人票の見

方・オープンキャンパ

スへの参加方法などの

指導を行った。 

①企業の訪問対応に

は、今年度もかなり

の時間を費やすこと

となったが、できる

限り生徒の相談対応

を心掛けた。 

②早い時期からの情報

提供で進路に対する

意識づけができたか

検証が必要である。 

・ICT活用により効率的
な情報提供ができてい
る。 
・就職・進学両方の選
択肢があることを前面
に出した学校運営、進
路指導を行い、入学希
望者の増加、勉学意欲
の向上、希望する進路
への就職・進学率の向
上の良い循環が図れる
と考える。 
 

①ICTの活用により、
生徒がより多くの情
報収集をすることが
できた。ただ求人数
が多すぎて絞り込む
ことが難しい面もあ
る。 
②先生方の面接指導
等への協力もあり、
第一希望の内定率が
88.5％と昨年度を上
回ることができた。   

①１・２年生から
進路に対する意識
を持たせ、学校や
企業の情報を得る
よう指導をしてい
く。 
②効率的に履歴書
や面接等の指導が
できるよう、専門
業者を活用してい
く。 

４ 地域等との協働 

・「学校を核とした地

域づくり」をめざし

て、地域と学校が相

互に連携・協働して

行う様々な活動を推

進する。 

・中学校やその生徒、

保護者へ向け、本校

の魅力・特色を広報

し、地域に根差した

学校づくりを進め

る。 

①積極的に地域や企業

と連携し協働事業の

活性化を図る。 

②本校の教育活動の魅

力や特色が伝わるホ

ームページ、説明会

等の広報活動を行

う。 

 

①生徒の研究として実施し

ている、ジュークボック

ス修理や自動ハンドベル

演奏、特別支援学校への

技術協力等を、地域や企

業との連携により行う。 

②年３回行う高校体験

（TECH LAB）、学校説

明会の充実を図る。HP

や Instagramの更新を積

極的に行い、本校の魅力

や特色を広報する。 

 

①連携企業・団体の数がど

れだけ増えたか、関係者

へのアンケートで活動の

意義が認められたか。 

②説明会や体験会の満足度

と魅力が伝わったか。HP

の閲覧数や Instagramの

フォロワー数は増加した

か。 

 

①地域で開催されたイベ

ントにおいて、本校生

徒数名が準備段階から

参加し協力体制を築き

ながら活動を行った。 

②学校説明会やこれまで

2 度実施した高校体験

（TECH LAB）におい

ては、参加者全員から

「満足」との回答を得

ることができた。 

①主催者より高い評価
をいただき、次年度
以降も継続的な参加
を希望する旨の依頼
を受けた。 

②一方で、募集定員に
対する応募者数が満
たなかったことか
ら、今後はより高い
関心を集める講座内
容の企画・検討が必
要であると考えられ
る。また、広報面に
おいては、ホームペ
ージおよび SNS の更
新頻度を高め、情報
発信をより積極的に
行う必要があると認
識している。 

・地域連携により様々
な体験の機会の提供が
できたと思われる。 
・積極的な情報発信を
行うことができた。 
・参加した生徒の満足
度が高かったことから
効果的な魅力発信がで
きたと評価できる。 

①イベントや修理事
業で成果を上げ、連
携を深めることがで
きた。一方で、時期
調整不足による企業
連携の断念や依頼品
の未完成が課題とな
った。 
② TECH LAB は好評で
したが、一部に定員
割れもあった。学校
説明会では生徒の協
力のおかげで多くの
関心を得られた。一
方、SNS発信は思うよ
うに届かなかった。 

①企業の繁忙期を
考慮した早めの声
掛けと、製作物の
着実な進捗管理に
努める。生徒と地
域が共に成長でき
る連携活動をさら
に充実させていき
たい。 
② TECH LAB では、
体験内容の再考や
新規の講座を検討
していく。  
Instagram による広
報活動は今後より
一層重要視し、グ
ループの枠を広げ
て情報発信に力を
いれていきたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・学校と授業の ICT 化

を支える情報管理を

図る。 

・生徒の安心・安全な

学校生活に向けて、

防災教育・環境保全

を推進する。 

・職員の資質向上や、

風通しの良い職場づ

くりにより、事故不

祥事防止を未然に防

止する。 

①生徒の資質・能力の育

成と学校業務の効率化

のため、ICT を効果的

に活用する。 

②生徒が安心して過ごせ

る環境をつくるととも

に、職員の事故不祥事

を未然に防止する。 

①ICT 利活用を継続的に発

展させていくため、ソフ

トウェアやハードウェア

の整備をするとともに、

業務を効率化させる研修

を推進する。 

②清掃活動や防災訓練を通 

して、美化意識や防災意 

識を高める。 

②事故不祥事を防止するた

めに、不祥事防止会議を

職員会議後に行うととも

に、気になることがある

時は、学年や各教科など

で組織的な対応をするこ

とで、風通しのよい職場

を推進する。 

①授業や学校業務において

ICT を効率的に活用でき

る環境を整えられたか。 

②清掃活動や防災訓練を通 

して、美化意識や防災意 

識を高めることができた 

か。 

②事故や不祥事を未然に防

ぐことができたか。 

 

 

 

①公務用PCを更新するこ

とで、スペックが上が

り業務をスムースに行

える環境を整えた。 

②防災訓練では、東日本

大震災を福島県で経験

された先生を講師とし

て招き講演会を行うこ

とで、防災意識を向上

させることができた。 

②職員の不祥事を起こさ

ないよう組織的な対応

をすることで未然防止

に努めた。会計担当者

向けの研修会を開き私

費会計基準等について

説明した。 

①持ち運びのしやすい

タブレットの購入を

計画している。今後

は購入に向けて動き

たい。 

②日課清掃が十分とは

いえない時があるた

め、生徒や職員の美

化意識を高めていき

たい。 

②私費会計の手引きな

ど、新しく改定され

た内容などについ

て、業務に必要な情

報を確実に発信して

いくようにする。 

・情報機器等の環境整
備は順調に進められ
た。 
・防災面での意識向上
は図られた一方で、美
化意識については継続
的な啓発が必要であ
る。 
・教育課程、生徒指
導、進路指導、学校運
営の各側面が相互に関
連付けられ、計画的に
整理されている点は評
価できる。今後も成果
や課題を共有しながら
改善を重ねていくこと
で、より一層魅力ある
学校づくりに繋がって
いくことを期待する。 
 

①電子黒板の導入
や、公務用 PC の更新
など、学校内の情報
端末の環境整備を進
めることができた。
一方で、教室におい
ては、電子黒板が大
きく教室のレイアウ
トに支障をきたすな
どの課題も見えた。 
②年三回の防災訓練
を通じて生徒の防災
意識を高められた。
一方で美化意識の向
上に向けた啓発の必
要性を感じている。 
③不祥事防止は職員
向けの研修を適宜行
った。風通しのよい
職場環境を整えてい
くためのコミュニケ
ーションや、職員室
の座席配置などを継
続的に検討していく
必要性がある。 

①新工場棟の完成
した後に各教室の
環境整備や、余剰
状態になっている
大型モニターの再
活用を進めてい
く。 
②特に、美化意識
の向上に向けて、
例えば、週に一回
は「一斉清掃の
日」のような形で
意識を高められる
習慣が整えられな
いか検討してい
く。 
③風通しの良い職
場づくりに向け
て、各教科、各学
年、管理職の考え
を集約し、進めら
れることからひと
つずつ対応にあた
る。 

 


